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第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
中
「
第
二
十
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
た
だ
し
書
中

「
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
」
を
「
一
時
間
準
耐
火
基
準
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
き

裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
四
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
六
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
イ
中
「
第
一
号
後
段
」
を
「
第
一
項
第
一
号
後
段
」
に
、「
第
六
十
七
条
の
二

第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
の
表

の
項
中
「
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
」
の

下
に
「
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
、「
第
百
九
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
百
十
条
の
三
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
二
中
「
第
六
十
八
条
の
二
十
三
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
三
の
見
出
し
中
「
検
査
」
を
「
検
査
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
六
十
八
条
の
二
十
四

第
四
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
十
三
第
四
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
二
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六

十
八
条
の
二
十
一
第
一
項
の
検
査
」
を
「
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
試
験
」
に
、「
検
査
に
」

を
「
検
査
又
は
試
験
に
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
四
第
一
項
中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
二
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
二
第
一

項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
六
中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
六
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
一

項
」
に
改
め
る
。

三

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
（
五
十
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
な
い
こ
と

増
築
又
は
改
築
後
の
建

築
物
の
構
造
方
法
が
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
第
三
章
及
び
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
の
規
定
並
び
に
法
第
四
十
条
の

規
定
に
基
づ
く
条
例
の
構
造
耐
力
に
関
す
る
制
限
を
定
め
た
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
構
造
耐
力
上
の
危
険
性
が
増
大
し
な
い
こ
と
。

ロ

前
二
号
に
定
め
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
三
十
七
条
の
七
第
五
号
中
「
第
百
三
十
七
条
の
十
八
第
二
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
の
十
九
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
二
項
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
第
百
三
十
七
条
の
十
八
第
二
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
の
十
九
第
二
項
」
に
、「
す
べ
て
」
を「
全
て
」

に
改
め
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
四
第
一
号
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
建
築
物
の
二
以
上
の
部
分
が
エ

キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
そ
の
他
の
相
互
に
応
力
を
伝
え
な
い
構
造
方
法
の
み
で
接
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

当
該
建
築
物
」
を
「
第
三
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
建
築
物
」
に
改
め
る
。

第
八
章
中
第
百
三
十
七
条
の
十
八
を
第
百
三
十
七
条
の
十
九
と
し
、
第
百
三
十
七
条
の
十
七
を
第
百
三
十
七
条
の

十
八
と
し
、
第
百
三
十
七
条
の
十
六
を
第
百
三
十
七
条
の
十
七
と
し
、
第
百
三
十
七
条
の
十
五
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（
移
転
）

第
百
三
十
七
条
の
十
六

法
第
八
十
六
条
の
七
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
と
す
る
。

一

移
転
が
同
一
敷
地
内
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

移
転
が
交
通
上
、
安
全
上
、
防
火
上
、
避
難
上
、
衛
生
上
及
び
市
街
地
の
環
境
の
保
全
上
支
障
が
な
い
と
特

定
行
政
庁
が
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
三
十
八
条
の
二
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
か
ら
第
三
十
八

条
ま
で
」
を
「
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
か
ら
第
三
十
八
条

ま
で
」
を
「
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
七
章
の
七
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
章
の
七

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
等
の
登
録
手
数
料

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
九
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
五
」
の
下
に「（
法
第
七
十
七
条
の
六
十
六
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」を
加
え
る
。

第
百
三
十
七
条
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
七
条
の
二
中
「
同
条
第
一
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
」
を

「
に
掲
げ
る
範
囲
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
」
に
改
め
、
同
条

各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

増
築
又
は
改
築
の
全
て
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
範
囲
を
除
く
。）
増
築
又
は
改
築
後
の
建
築
物
の
構

造
方
法
が
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
章
第
八
節
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
第
三
章
第
一
節
か
ら
第
七
節
の
二
ま
で
及
び
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四

の
規
定
並
び
に
法
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
構
造
耐
力
に
関
す
る
制
限
を
定
め
た
規
定
に
適
合

す
る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
が
耐
久
性
等
関
係
規
定
に
適
合
し
、
か
つ
、
自
重
、
積
載
荷

重
、
積
雪
荷
重
、
風
圧
、
土
圧
及
び
水
圧
並
び
に
地
震
そ
の
他
の
震
動
及
び
衝
撃
に
よ
る
当
該
建
築
物
の

倒
壊
及
び
崩
落
、
屋
根
ふ
き
材
、特
定
天
井
、外
装
材
及
び
屋
外
に
面
す
る
帳
壁
の
脱
落
並
び
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
籠
の
落
下
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
脱
落
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ロ

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
そ
れ
以
外
の
部
分
と
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
そ
の
他
の
相
互

に
応
力
を
伝
え
な
い
構
造
方
法
の
み
で
接
す
る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
第
三
章
及
び
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
の
規
定
並
び
に
法
第
四
十
条
の

規
定
に
基
づ
く
条
例
の
構
造
耐
力
に
関
す
る
制
限
を
定
め
た
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
が
耐
久
性
等
関
係
規
定
に
適
合
し
、
か
つ
、
自
重
、
積
載
荷

重
、
積
雪
荷
重
、
風
圧
、
土
圧
及
び
水
圧
並
び
に
地
震
そ
の
他
の
震
動
及
び
衝
撃
に
よ
る
当
該
建
築
物
の

倒
壊
及
び
崩
落
、
屋
根
ふ
き
材
、特
定
天
井
、外
装
材
及
び
屋
外
に
面
す
る
帳
壁
の
脱
落
並
び
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
籠
の
落
下
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
脱
落
の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
（
五
十
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
、
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と

増

築
又
は
改
築
後
の
建
築
物
の
構
造
方
法
が
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

耐
久
性
等
関
係
規
定
に
適
合
し
、
か
つ
、
自
重
、
積
載
荷
重
、
積
雪
荷
重
、
風
圧
、
土
圧
及
び
水
圧
並
び

に
地
震
そ
の
他
の
震
動
及
び
衝
撃
に
よ
る
当
該
建
築
物
の
倒
壊
及
び
崩
落
、
屋
根
ふ
き
材
、
特
定
天
井
、
外

装
材
及
び
屋
外
に
面
す
る
帳
壁
の
脱
落
並
び
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
籠
の
落
下
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
脱
落

の
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

第
三
章
第
一
節
か
ら
第
七
節
の
二
ま
で
（
第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
除

く
。）の
規
定
に
適
合
し
、
か
つ
、
そ
の
基
礎
の
補
強
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
（
法
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）。

ハ

前
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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